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グラファイトからのダイヤモンド合成には、静水圧、衝撃圧縮、化学気相成長などの方法が報

告されている。優れた硬度を示す 10-20nm のナノ多結晶ダイヤモンドは、静的高圧および高温下

でのグラファイトの直接変換によって合成された[1]。近年では、中性子照射、衝撃圧縮、急冷の

重塁するプロセスを通して高配向性熱分解黒鉛（HOPG）が透明のアモルファスダイヤモンドの

破片に変換することが見出された[2]。また、ナノダイヤモンドはｎ型半導体を容易に作製できる、

大きな吸収係数を有するなどの特長をもつ[3][4]。 

本研究では、SPring-8にある BL04B1の川井式高圧

装置を用いて、中性子照射試料および未照射試料の静

的高圧高温下におけるその場構造解析を行った。また、

16GPaの高圧および 1400℃の高温処理後、BL04B1の

大面積 CCDカメラを用いて 2次元および 1次元X線

回折（XRD）パターンを得た。 

図 1に、16GPa、1400℃で高圧高温処理を施した中

性子照射 HOPGの TEM像と電子線回折像を示す。こ

れらの結果より粒状の組織を持ち、ダイヤモンドのリ

ングパターンが見られたことからナノ多結晶ダイ

ヤモンドが合成されたことを示している。中性子照

射 HOPGの詳細な構造変化については、本会議で議

論する予定である。 
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Figure 1  

TEM and electron diffraction images 

of the recovered sample of 

neutron-irradiated HOPG 

 
 

第64回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2017 パシフィコ横浜)14p-P4-10 

© 2017年 応用物理学会 15-010 17

 


